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	応用
	抗原情報
	背景
	RAD51パラログD(RAD51D) Homo sapiens この遺伝子によってコードされるタンパク質は、RAD51タンパク質ファミリーのメンバーです。RAD51ファミリーのメンバーは、DNAの相同組換えと修復に関与することが知られている細菌のRecAやSaccharomyces cerevisiae Rad51と非常に類似しています。このタンパク質は、RAD51L1、RAD51L2、XRCC2など、RAD51ファミリーの他のいくつかのメンバーと複合体を形成します。このタンパク質と形成されるタンパク質複合体は、一本鎖DNAと二本鎖DNA間の相同対合を触媒することが示されており、DNAの組換え修復の初期段階で役割を果たすと考えられています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。また、この遺伝子と下流のリングフィンガーおよびFYVE様ドメイン含有1 (RFFL)遺伝子との間にもリードスルー転写が存在します。 [RefSeq提供、2011年1月],機能：DNA複製中に生じる、またはDNA損傷因子によって誘発される二本鎖DNA切断の相同組換え修復（HRR）経路に関与する。BCDX2複合体は、一本鎖DNA、二本鎖DNA中の一本鎖ギャップ、そして特に二本鎖DNAの切断部に結合します。,類似性：recAファミリーに属します。RAD51サブファミリーに属します。,サブユニット：RAD51B、RAD51C、RAD51D、およびXRCC2からなるBCDX2複合体の一部です。RAD51B、RAD51C、RAD51D、XRCC2、およびXRCC3からなる複合体の一部です。ZSWIM7と相互作用します。,組織特異性：結腸、前立腺、脾臓、精巣、卵巣、胸腺、小腸で発現します。白血球で弱く発現している。
	研究分野
	相同組換え;
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	RAD51L3抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MLH3 抗体を使用した Jurkat 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

